
島　原子力　一所の運転　績（平成20　度）

平成20年 平成21葎 環　醤 単 位 i器機 2弩機
4月i5月16鷺i7月i8月i9月110月IU履12月 圭月12月i3月 発電時間 h

8．302105 4．016114
50

① i②　　③
癸電電力量 万kW且 388，303． 蓉 324，了83．1

1号機　　　40
設備籾摺率 ％ 96．4 45．2

発電機臨力　30
2
，放躰性気体廃棄物放嵐管理実績 単位沼q／年

放射性希ガス 放射性よう素H31（万kW〉　20
i鍔機 ND※ ND※lG
2畢機 ND※ ND※一

｛
）

（1〉第27回定期検査（El　l9． 12．5～｝｛20． 5．14）
放撮管理目標値

Tイトバンカ建物

8， 4×工014

@｝

4．3一 ~王OHジー

@　ND※（発電停止期間：①｝H9， 12．5～｝一｛20． 4，20） ※検嵐限界値未浦

記事 （2） 鯛御棒分布変更 3．放劔控液体廃棄物放鵡管理実績 単位：Bq／年
②H2工，2．3～4 トリチウムを除く トリチウム
③ト12エ．3．16 1轡機放水購目 ND粕 1．6×101エ

2暑機放水ぼ ND※1 1．3×1H
U11

放出管理照標値 7． 4×工σ博 7． 4×10エ2※2

平成20年 平成21年
※1　検出限界値未満
ｦ2

4月　i5月　16月　i7月　18月　i9月　i10月i11月i12月 1月i2月i3月
年間放串管理の基準値

の　　⑫　③i ④ 4．一般公衆の実効線量の評価

2屠機　　　80 墳 懲 線　　量
実効線簸め評鰍直 （平成2 0葎度実績〉 ※1発電機出力　60

法令で定める一般公衆の線量限度 （難問〉※2 工 ミリシーベルト／年

（万kW〉　40 参考：凄然界から受け’る線量 （年間）団 2． 4ミリシーベルト／年
20 ※i 現在データ取りまとめ中につき， 5

月分の運転状況報告に
併せて報轡を行う。

o
（工） 翻御棒分布変更 ※2 自然放射線などから受ける放射練は除外した髄。

①H20．7．3 5．定期検奮
②駐20．8．3

1号機第27回 2暑機第｝5回
記事 ③H20．8．26～27 発　電　停　止 日 平成19年12月　5日 平成20年　9角　7研

発　電　闘　始
E
ヨ 平成20年 4月20β 単成2　1年　　　3月　2　4日

（2） 第1　5回建期検査　　（｝一｛2　0． 9．　7～H2　1。　4， 17）
定期検変終了 日 平成20年 5月1畦日 平成21年　4月17暇（髭篭停止期間：④鷲20． 9，　7～を・王2　i．　3， 24） 発電闇始日までの期醐 138日 王99繭
定期検査終了までの期賜 圭62日 223日

1　運転実績
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島根原子力発電所の教育訓練実績（1ム成20年度）　その1． 運転員以外対象 （l11位1人〉

傑　女　教　奮　の　内　容（裸麦規建） 実施縛期
教省、講

緖ﾒ数

人分類 中分類 小分類　（エド繍） 的　容

関係法令および保蜜規窟
O）遵、」・に1「難ずること 原チカ等規制法

1．試獅「李規制法に関連する法令。）概要

関係法令お。kび傑女親竃の遵・」：に翻すること
iコンプライアンス）

入所時に実施する教費
源r・幻施設の構造，桝．能

ﾉ関すること
戯備概要，

P要系統の機能

・源籍蛸σ）しくみ・源許知得禰欝丑．要機器σ）構造に翻すること

|駅鈴炬冷却系統翻i要系統の機能・報能に関すること

入沸博（源ゴカ発鋤ヲ瀬規薩己
齊栫j

67

謝｛常の場合に講ずべき処難に関すること 弗鋼）場合に講ずべき処置0）概要

関係法令および保安縦足の遵・野に縫委’ること
法・iう，労働安金衛愈規則および電離放寸線障翻夏瀬．薄譲1」の斐孫条項

1県子勇施設σ）構遊，性能に灘すること
豚鵬　　放身搾1三廃棄物の廃棄献鋪およびその他の賦備の

¥造に関すること

放射線業務

]1蟻教育

放射線欝理に関すること

・源・￥炉，放射’匡」廃棄物の廃棄設備およびその徳の設備の取扱いの力法

E総理区域へのv入りおよび退去の墾順

E外部放財線による線駄』撒畢お，kびグ気中の放購姓物
ｿの濃度の駒、エ視の方法・蹴離散財線が‘1体の細胞，織俄，器群および余材に与

ｦる影響

管理IK域内において核燃料物
ｿもしくは使用済燃料または
ｱれらによ／）て汚染された物
�謌ｵう業務に就かせる時

52

核燃料物質お。柔び核燃料物質に，よって汚染され
ｽ物0）取扱しヰこ「灘ヂるこ二と

核燃料物質もしくは使用済燃料またはこれらによって汚
�ｳれた物の種類および腱状ならびに運搬，貝圭蔵，溌棄の質業の方法・順序

講1常の場合に講ずべき処翻一重に関すること 異軍な郵懸が発焦した場合における応急描罎の方法

闘係溢、令お、虹び保蜜規定

ﾉ翻すること
原r一力施設新麦規斑

保安規憲（総則，1償イ閣、li！，｛麟Ilお、虹び、，拝価，保安教

ﾗ，レ、己録および報皆に関す一る規則グ）概要）に関すること

ﾈりびにi爆系法令および保安焼膨の遵・1二に関すること
311間で対象諸6嚢が受講 188

豚郵蝉施設の運転に関づ『一

驍ｱと

塵繍穿理

・臨饗管理に関すること

E遜1！粒」二〇）留激郵項1こ関すること，逓貝彗に1撲1すること

E離職1．0）ll副堤に関すること

|酬、1埼び）楼1猷こ関すること

3有間で対象講全圭，畷が受講
58

｛薄、・下土管理 f未・ヨ穫　珊揺操｛瑞こ辱難寸、ること 3鱗胡で対象諸金輿力受幹 130

　　そσ）蕪

@反復教癒

i幽を、設傭管理教齢

放鮒線管理に翻すること 放射線管理

蒔鴬理1区域へα）撫入り管理亭，「X域管理に濁すること

E線轍限慶事，被ばく管理に関すること

f外1坊女酎線に1｛系る線轍Il敏辛、亭σ）測建に関rること

E管理区』城外へσ）移動寺物1「P移動の鱗理に「離すること

E協力会報’畢の放射線防護に関すること

3釧1鴇で対象鞍全輿力受簿 lo玉

散財線測疋器の取扱い 3脅醐で雄癖者全錨が受精
9

核燃料物質および核燃料

ｨ質によって汚染された

ｨσ）取扱いに1耕すること

放射性廃棄物管理 放射帽銅体・液体・ヌt体廃棄物び）鷺理に1期すること 3／1閥で対線省金鑞が受簿
98

燃料管理

・燃料管理における臨界欝理

E燃料の検査，取替，運搬お、虹びlll戯に関すること 31i間で対象綴金輿が受薄
28

非常の場合に報ずべき処
bに関すること

防災教育
緊急麹濫発こ急対策等，麗し弄力防災対策酒動に1関すること

iアクシデントマネジメント対応を含む）
3！1間で対象煮全機が受診 134



添｛づ㌦…2　（2／2）

島根涯、子力発電所の　奮訓典藷 （’ノ成20年度） その2：運転翼対象

保　安　教　奮　の　1六 容（保安規定）
実施時期

練者数

次分類 中分類 小分類 内　容

関係泌令および保安規定
ﾉ関すること

原子幻三三施般保安規定

保安規定（総則，品鷺保証，体制および評価，保安教育，記録および報1錦こ関する規翔0）概要）に関することならび

ﾉ関係海令および保安規定0）1鰺守に懲1するこ1と

3年問で対象者全一鎖が受贈

@　　　※2
76

原予炉物理・臨界管理 3年間で対錬羅金蝿が受講

@　　　※2
79

運転瞥理1

�]管礫1】1

^転管琿糊1

3イ轡1…1…1で対象者全輿が受講

@　　※1一※2
1－58

巡視点検・定期的検査｝

чｦ点検・定期的検査IJ

3年間で対験煮全一鍛が受講

@　　　※2
o

異常時対応（現場機器対応〉

ﾙ常Il寺対応（1舗映綱御寮内対l／乞く）

ﾙ常縛対応（指据茎，状況糊新）

　　雛彗／年
i9畷／年　※3／

@　※1※2

700

i尋1一子炉施設の連載…に関す

驍ｱと
シミュレータ調練｝

i1厳粛連携研修）
76

運転1製錬

シミコ．レ一夕譲練1達

i噸1驚〉
3（〕

そび）葱

i運転設備 シミ訊レ一夕調練Ill

i鞠庶管理者研修）
3年間で対練者金鎖が受講 18

シミュレータ訓練｝ll

i王】3Tc．、一1二級） 3年間で対象考金蝿が受講 5

保守管理澄鰺1に関すること曹

ﾛ｛華管理計1纈に関づ『重ることII

3年間で紺象謝金鰻が受継

@　　　※2
o

放躬線管理に関すること 放射線管理

・管理区域へ0）出入り管理等，区域繁礫に縛すること

E船喪鰍1蝋度等，　誇娘まく省弓灘に1廻づ→ること

E外部放射線に係る線鍬当量率等の測建に関すること

E管理区域外への移動等物品移動の管理に関すること

E協力会社簿の放射線防護に関すること

3鱗妻llで対数者余毒道が受講

@　　　※2
｛
）

放身す練濃…」憲暑詩。）王｛文扱レ・ 3年騰で対象者金鑞が受講

@　　　※2
79

放射’1生廃棄物管理 放射惟胴体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 3年間で対数者金一鐵が受講

@　　　※2
〔
）

核燃料物質および核燃料
ｨ質によって汚染された
笆ﾜ0）取扱いに聞書旧ること

・燃料の臨界管理に関すること

E燃料の横奪，取替，運搬および1彬箴に関すること

3年間で対練者金輿が受継

@　　　※2
0

非常α）場合に講ずべき処鰍に関すること 緊急璽惣応急対策導，煉子力防災対策繕動に関すること
iアクシデントマネジメント対応を食む〉

3年間で対数者全妻竃が受講

@　　　※2
77

1瞬、　　Xγ　　　据薙　　　ノ1　訂　尋‡　　　八※1－1糎数剛／年受講する場合，延人数（人・［liので現す、，

※2：当薩長は】i一艸2母機いずれか実施で1團とする。、

※3：運転鹸教育譲練季願掛に基づく変更簿晒
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1．新燃料

輸送総量

輸送回数

220体
　　2園

輸送数量 搬出施設名 輸送時期

2号機

@　新燃料

　圭52体

i約26トンU）

（株）グローバル・ニュークリア・

tユエル・ジャパン久里漂工場およ

ﾑ原子燃料工業（株）東海事業所

平成20年4月i7日

1号機

@新燃料
　　68体

i約12トンUl

（株〉グローバル・ニュークリア・

tユエル・ジャパン久里浜工場およ一平成20年11丹i4資

ﾑ原子燃料工業（株）東海事業所

2、使用済燃料

輸送総量

輸送回数

！i　o体

　　1回

輸送数量 受入施設名 輸送時期

1号機

g濁済燃料一

　1i　o体

i約19トンU〉

罎本原燃（株）

g用済燃料受入れ・貯蔵施設
平成20年9月25目

3．低レベル放射性廃棄物

　　　　　　輸送総量

　　　　　　輸送回数
本
圃0
0輸送数量　　　　　　　　受入施設名 輸送時期

以　上


